
　
　
子 

育 

て

　

２
０
１
５
年
４
月
の
「
子
ど
も
子
育
て

新
支
援
制
度
」
開
始
に
伴
い
、
保
育
・
幼

児
教
育
等
の
施
設
運
営
基
準
を
新
た
に
決

め
る
条
例
案
。
こ
れ
ら
が
、
〝
子
ど
も
の

6
月
議
会
が
は
じ
ま
り
ま
す

6
月
議
会
が
は
じ
ま
り
ま
す

健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る
提
案
内
容
で

あ
る
の
か
〟
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
増
税

　

地
方
税
法
改
正
で
自
家
用
四
輪
が
現
行

の
１
･
５
倍
の
１
万
８
０
０
円
に
な
る
な

ど
、
今
年
４
月
以
降
に
購
入
の
軽
自
動
車

税
が
大
幅
増
税
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
増
税

を
含
む
市
税
条
例
の
一
部
改
正
案
。

　
建
設
労
働
者
の
賃
金
改
善
進
む
か
？

　

補
正
予
算
の
提
案
で
は
、
建
設
労
働
者

の
賃
金
の
改
善
に
伴
う
工
事
の
契
約
金
を

増
額
す
る
内
容
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、〝
医
療
･
介

護
の
改
悪
を
し
な
い
こ
と
〟
〝
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
反
対
〟
〝
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら

の
撤
退
〟
等
々
に
関
し
て
政
府
へ
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
な
ど
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
２
面
に
掲
載
の
３
つ

の
条
例
提
案
、
一
般
質
問
で
は
福
祉
と
子

育
て
支
援
の
充
実
や
民
主
教
育
を
守
る
立

場
で
奮
闘
し
ま
す
。

６月２日（月） 議 案 質 疑 渡辺ゆう子議員

　　 ３日（火） 一 般 質 問 岩井 友子 議員 ③

　　 ４日（水） 一 般 質 問 中沢　学　 議員 ④

　　 ５日（木） 一 般 質 問 石川 敏宏 議員 ①

　　 ６日（金） 一 般 質 問 金沢 和子 議員 ②

　　 ９日（月） 一 般 質 問 佐藤 重雄 議員 ⑥

　 １１日（水） 総務委員会 渡辺ゆう子議員

　 １２日（木） 健康福祉委員会
岩井 友子 議員
佐藤 重雄 議員

　 １３日（金）
市民環境経済

委員会
中沢　学　 議員
石川 敏宏 議員

　 １６日（月） 建設委員会 関根 和子 議員

　 １７日（火） 文教委員会 金沢 和子 議員

　 １９日（木） 予算特別委員会
渡辺ゆう子議員
関根 和子 議員

　 ２４日（火）
法人の経営状況
報告等質疑

関根 和子 議員

◆審議日程
議会傍聴にお越し下さい

　

６
月
市
議
会
が
５
月
26
日

（
月
）か
ら
６
月
24
日（
火
）ま
で

開
か
れ
ま
す
。
市
長
か
ら
は
、

国
の
政
策
変
更
に
か
か
わ
る
議

案
が
多
数
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
に
つ
い
て

○の数字は質問の順番です↓

日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005
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石 川 敏 宏

岩 井 友 子

金 沢 和 子

佐 藤 重 雄

関 根 和 子

中 沢 　 学

渡辺ゆう子
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進
学
し
た
く
て
も
学
資
が
用
意
で

き
ず
進
学
を
断
念
す
る
、
授
業
料
を

払
う
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
追
わ
れ

る
な
ど
、
高
い
学
費
負
担
に
苦
し
む

若
者
や
保
護
者
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
船
橋
市
で
行
っ
て
い
る

奨
学
金
制
度
は
「
貸
付
型
」
で
返
済

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
若
い
世

代
の
雇
用
状
況
が
厳
し
い
中
、
卒
業

後
、
安
定
し
た
仕
事
に
つ
け
な
い
場

合
を
考
え
る
と
、
借
り
た
く
て
も
借

り
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

教
育
基
本
法
で
は
教
育
の
機
会
均

等
と
し
て
経
済
的
理
由
で
教
育
を
受

け
る
こ
と
に
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら

３
つ
の
条
例
の
提
案
を
し
ま
す

市
民
の
願
い
実
現
へ

な
い
と
定
め
、
そ
の
た
め
に
国
や
自

治
体
に
奨
学
金
制
度
を
設
け
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
返
済
義
務

の
な
い
「
給
付
制
」
の
奨
学
金
制
度

を
創
設
す
る
条
例
提
案
を
し
ま
す
。

経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
大
学

生
、
短
大
生
、
専
門
学
校
生
に
一
人

年
間
60
万
円
、
高
校
生
に
一
人
年
間

12
万
円
を
支
給
す
る
提
案
で
す
。
実

現
す
る
た
め
頑
張

り
ま
す
。

　

国
が
定
め
て
い
る
国
民
健
康
保
険

の
法
律
で
は
、
「
保
険
者
で
あ
る
自

治
体
は
、
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難

な
人
に
、
支
払
い
を
免
除
し
た
り
安

く
し
た
り
で
き
る
こ
と
」
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
減
免
猶
予

に
「
入
院
の
み
。
廃
業
、
失
業
な
ど

に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

こ
と
」
な
ど
の
基
準
を
示
し
て
い
ま

す
。
船
橋
市
も
こ
れ
に
準
じ
、
「
収

入
の
著
し
い
減
少
」
と
い
う
厳
し
い

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

6月13日（金） 弁護士が
相談を
受けます労働相談も

　　受けています

無料

　
医
療
費
負
担
の
軽
減
を

　
　
―
国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
減
免
及
び
徴
収
猶
予
に
関
す
る
条
例
案

条
件
を
つ
け
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

制
度
利
用
は
１
件
の
み
、
生
活
に
困

る
状
況
で
も
ほ
と
ん
ど
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
現
状
の
改
善
が
必
要

で
す
。
「
お
金
が
な
く
て
病
院
に
行

か
れ
な
い
」
「
入
院
や
通
院
の
支
払

い
で
生
活
費
に
困
る
」
と
い
う
国
保

加
入
者
に
役
立
つ
、
減
免
基
準
を
掲

げ
た
条
例
を
提
案
し
ま
す
。

　

建
設
工
事
で
は
、
規
模
が
大
き
い

ほ
ど
重
層
的
な
下
請
け
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
共
事
業

で
も
労
働
者
の
賃
金
の
低
さ
が
深
刻

な
問
題
で
す
。

　

公
契
約
条
例
は
、
船
橋
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
や
委
託
契
約
な
ど
で

働
く
人
た
ち
の
賃
金
や
労
働
条
件
の

改
善
を
し
、
公
共
工
事
等
の
質
の
確

保
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
国
の
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
を
基
準
と
し

て
、
市
が
定
め
る
金
額
以
上
の
賃
金

に
す
る
こ
と
な
ど
を
契
約
先
に
義
務

付
け
ま
す
。

給
付
制
の
奨
学
金

　
　
　  

制
度
創
設
を

―
奨
学
金
支
給
条
例
案

公
共
事
業
で
働
く

労
働
者
の
賃
金
底
上
げ
を

　
　
―
公
契
約
条
例
案
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